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概要：筆者らは学認 LMS を LTI プロバイダとして対応させることにより標準規格に基づく教材配信機能を実装した．
この際，Moodle 標準の LTI プラグインでは LTI によるアプリケーション間認証に基づき，コンシューマからプロバイ
ダに displayname, email などの個人情報が取り込まれるため，これらをフィルタリングして秘匿するカスタマイズを
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1. はじめに   
近年，国内の高等教育機関においても学習管理システム





IMS Global Learning Consortium による標準規格である LTI










本研究では，学認 LMS における LTI に基づく教材配信
および LA 基盤システムを高等教育機関で利用するための
学習履歴データ取得サブシステムを構築するために，まず，
学認 LMS のベースとなっている Moodle の標準的 LTI プラ
グインにおける個人情報の秘匿カスタマイズを行った．次
に，学認 LMS の学習履歴データ提供環境の構築を行った．
具体的には，筆者らは学認 LMS を LTI プロバイダとして
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図 1 学認 LMS 
Figure 1  GakuNin LMS 
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2. システム概要 
本稿で報告するシステムには，学認 LMS の LTI プラグ
インカスタマイズ機能と，学認 LMS の学習履歴データへ
アクセスする API 機能がある． 
2.1 学認 LMS の LTI プラグインカスタマイズ機能 
学認 LMS では一般に学認フェデレーション認証を用い
てユーザ情報を作成している．学認 LMS が保持するユー
ザ情報の現状を表 1 に示す． 
一方，LTI プラグインが取得可能な項目には，以下のも
のがある． 
① コンシューマ側 Moodle でのログイン名，姓，名，メ
ールアドレス，user テーブルの優先キー項目の値情
報等 
② LTI コンシューマの FQDN（戻り先の URL 情報） 
また，標準的な Moodle の LTI プラグイン（enrol_lti プラ
グイン）によって，LTI コンシューマから取得した LTI プ
ロバイダの user テーブルに保持する項目を表 2 に示す． 
 
表 1  Moodle の user テーブルのカラムと現状 













表 2  LTI プロバイダが保持する項目 
Table 2  Items held by LTI providers. 
カラム名 現状 
username 






email LTI コンシューマから取得した値 
 





は LTI ユーザ情報を表 3 のように取り扱うこととした．な




表 3  学認 LMS における LTI ユーザ情報 
Table 3 LTI user information in GakuNin LMS. 
カラム名 現状 
username 














2.2 学認 LMS の学習履歴データへアクセスする API 機能 
2.2.1 API 機能の全体構成 
学認 LMS の学習履歴データ倉庫（Learning Record Store: 
LRS）から各参加機関に応じた学習履歴データを取得する
ために，各参加機関に提供される API を開発した．API は
RESTful なものとし，処理結果を HTTP ステータスコード
で，データは JSON 形式でボディに返す．これにより，各
参加機関は LRS 上に格納されている，以下の要件を満たし





図 2 学認 LMS の LRS へアクセスする API 機能の構成 
Figure 2  Configuring API functions to access the LRS. 
 
本機能は複数のサブシステムから構成され，全体として
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（1） クライアントシステム 



















（2） 学認 LMS 
現在稼働中の国立情報学研究所の Moodle を指す．以下
（3）の Moodle プラグインを組み込み，「API サーバ」が必
要とするデータのリクエストに応答する． 
（3）学認 LMS に組み込むプラグイン 
Learning Locker によって取得した学習履歴データは，学






（4） Learning Locker 
学認 LMS が学習履歴データを保存している LRS から
API 経由で学習履歴データを取得可能にするプラットフォ
ーム．学習履歴データの蓄積には MongoDB が使われてお
り，API サーバはその MongoDB に直接アクセスする． 
（5） API サーバ 
クライアントシステム(1)からのデータ要求をうけ，学認
LMS(2)のプラグイン(3)にアクセスして，必要な情報を取得
し，それに基づき Learning Locker(4)の MongoDB にアクセ
スして，学習履歴データを取得し，クライアントシステム
(1)に渡す，という一連の処理を行う Web システムである． 
 
2.2.2 API 機能の具体的な操作例 
（1） API の動作モード 
API には eppn，コース省略名，教材（コースモジュール）
の名前，取得期間（開始日時，終了日時）をクエリとして
提供し，API は Moodle プラグインから MongoDB の検索に
必要な情報を得たのち，LRS の MongoDB にアクセスして
学習履歴データを取得し，クライアントに返す．クエリに
は mode を指定して API の動作モードを切り替えることが
できる． 
表 4  API の動作モード 
Table 4  API Operating Modes. 
mode 動作 
sqluser ユーザ情報（ユーザのid, institution, eppn, 
認証方式）をMoodleのプラグインから取得． 
Learning Lockerにはアクセスしない． 
sqlcourse コース情報（コースのid, fullname, 
shortname）をMoodleのプラグインから取得． 
Learning Lockerにはアクセスしない． 











表 5  API のクエリフィールド 






from 日時の Unixtime を指定．指定日時以降の学
習履歴データを取得可能． 
例：from=1551684987 
to 日時の Unixtime を指定．指定日時以前の学
習履歴データを取得可能． 
例：to=1551685987 
mode API の動作モードを指定． 
 
たとえば，仮に期間（自至）と eppn のクエリフィールドを







学習履歴データを HTTP ボディに JSON で返す． 
およそ以下のような JSON を HTML ボディとして，クラ
イアントシステムに返すようになる． 
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本研究では，学認 LMS における LTI に基づく教材配信
および LA 基盤システムを高等教育機関で利用するための
ログ取得サブシステムを構築するために，まず，学認 LMS
のベースとなっている Moodle の標準的 LTI プラグインに
おける個人情報の秘匿カスタマイズを行った．次に，学認
LMS の学習履歴データ提供環境の構築を行った．具体的に
は，学認 LMS を LTI プロバイダとして標準規格に基づく
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